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果も関与しており・これらも含めたより詳細な考察は今後の課題としたい．又、このような考察を行う上で
はLESやDSM等の雛解析を行うことが必須と考えられるので、今後は本データを利肌た数値解析結果の
精度検証も行っていきたいと考えている。
∂＜窒Q＞＋＜Ut・∂芸i＞一晶｛一〈u・’・’・〉・K∂蓋i＞卜2・⇔筈一2K・芸・釜・（1）
議さ鵠蒜㌶耀；・生産項はの付された右辺第・項である（文献・）・
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一×㌫∂蒜坤鶯）《篭ぷ畷齢
　一Fr．　dδi3＜c’2＞　　（2）
で表され、　　　の付された右辺第2項と最後の項（　－Fr．　dδi3＜c’2＞）
が生産項である。ρs／ρ。＝1・7（Fr．d＞0）の場合、〈Ui’c・〉の浮力生産項
（－F…dδ・3＜・’2＞）は負の浮力の影響で常1・負の値を取る．一方、卿。一・．3
　（F「・　d＜0）の場合・〈Ut’c’〉の浮力生産項（－Fれdδf3＜c・2＞）は正の浮力
の影響で、常に正の値を取る。
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ﾉ隠〉＋＜莞篭・）－F…d（・u，’・’・6、3＋＜u／c’・6、S）・（3）
で表され・　　　の付された項が〈Ut’Ut・〉の浮力生産項であり、
＜u3’2＞（ir元＝3）の場合のみ値を持ち、－2Fr．　d〈Us・c’〉となる。
団・s／」・、－o・3の場合、F・．・dは負であるので、・。’，c’・が正の場合．u，’・〉
勤生産ﾄ蹴〈u・’・’〉）は正となる・図・（1）に示す様にxYH・・…
領域では一yiig一が負（表3⑤）であり・勾配拡散モデルが成立するとすれ
蒜1＞錫㌶三屡ll鷺i裟：欝豊よ㌫竃煕
も負となるものと推定される。
園この原因の一つとして、床面付近にお1ナる床面の壁効果（w、ll
reflection）の影響で、床鉛直成分＜Us’2＞が減少し、＜u2’2＞へのエネ
ルギーの再配分が生じたことも寄与していると考えられる。
図le・・z）浮力生産項は、－F・．・d・u，’・’・となり、・u・，〉の浮力生産項
一2Fr・　d〈u3’c’〉（注6（3）式の　　　の項）のちょうど1／2の値を持っ。
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國村上・細・高橋、渋谷、林・「高応答性濃度計による建物周辺の
濃度変動に関する風洞実験」、日本風工学会誌第47号、平成3年4月
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図11平均風速と乱流エネルギーkの分布
　　　　　（ic　，／H，・　O．25、中心軸上）
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